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報道機関のみなさまへ  

本部含む 18 施設が全半壊、総額 500 億円もの甚大な被害を受けたコープこうべも、職員の約７

割が震災後の入所という状況になり、この間「震災経験継承プログラム」など、さまざまな取り組

みを行っています。 

 

来たる 1月 16日（金）、神戸国際会議場（神戸市中央区港島中町 6-9-1）で、「2014年度 つな

がろう ＣＯ－ＯＰアクション交流会」を日本生活協同組合連合会と共催します。コープこうべの

若手職員や組合員をはじめ、全国の生協関係者、地域の NPO、社協関係者など約 450 人が集い、こ

れからの被災地復興支援のあり方や、地域社会づくりに生協がどのような役割を果たしていけるか

を考えます。 

 

会ではみやぎ生協顧問の齋藤昭子氏、元兵庫県社会福祉協議会地域福祉部長で神戸学院大学教授

の藤井博志氏、コープこうべ理事長山口一史の鼎談「阪神・淡路大震災から 20年、ここから見える

地域の未来」をはじめ、分科会（「これからの東日本大震災復興支援を考える」「地域との共生、協

働の取り組み」など）展示・ワークショップ（「阪神・淡路大震災の体験映像をもとにしたワークシ

ョップ」「ジレンマ場面で学ぶ災害対応カードゲーム体験」など）も実施予定です。 

ぜひ、ご取材ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

■お問い合わせ  コープこうべ広報室    南 紀行    電話０７８－８５６－１０７８ 

1 月 16 日、全国の生協関係者ら 450 人が一堂に 
阪神・淡路大震災 20 年間の経験 

東北の復興支援につなぐ 

2014年度 つながろう CO-OPアクション交流会 
～みんなでつくる これからの地域とくらし～ 

１．日  時： 1月 16日（金） 12：30-18：20 

２．場  所： 神戸国際会議場（神戸市中央区港島中町 6-9-1） 

３．内  容： 12：30 ～ 13：00 阪神・淡路大震災 20年のつどい  

13：15 ～ 15：00 交流会（全体会） 

    鼎談「阪神・淡路大震災から 20年 ここから見える地域の未来」 

15：15 ～ 16：35 分科会・ワークショップ（詳細は次頁） 

16：50 ～ 17：10 分科会報告、まとめ   

     17：10 ～ 17：20 おわりのあいさつ  

取材のお願い 
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（１）阪神・淡路大震災20年のつどい（3階 レセプションホール）     主催：コープこうべ 

12:30～ 

13:00 

阪神・淡路大震災の全ての犠牲者を追悼し、震災から20年が経過した今、より良

い地域社会づくりに貢献していく決意を新たにします。 

○震災経験継承プロジェクトの映像、若手５人の職員による「誓いの言葉」 

○組合長あいさつ ほか 

 

（２）交流会（国際会議室301：定員250人）       共催：日本生協連・コープこうべ 

13:15 【開会】 オリエンテーション   

13:20～ 【開会あいさつ】浅田 克己（日本生活協同組合連合会 会長） 

13:35～

15:00 

(85分) 

 
 

     

【鼎談】「阪神・淡路大震災から20年～ここから見える地域の未来」 

                           （75分）     

●齋藤 昭子氏 

（宮城県生協連 顧問／みやぎ生協 顧問）  

●藤井 博志氏 

（神戸学院大学 総合リハビリテーション学部 教授） 

●山口一史  

（コープこうべ理事長、特定非営利活動法人ひょうご・まち・くらし研究所

常務理事）  

 

15：00～ 移動・休憩 

15:15～ 

16:35 

(90分) 

【分科会】＋【ワークショップ・展示・ポスターセッション等】同時並行 

 

●分科会 

  ①「これからの東日本大震災復興支援を考える」 

 ②「災害から見えてきた課題・高齢化への対応」 

 ③「地域との共生、協働の取り組み パート１-平時のネットワーク-」 

④「地域との共生、協働の取り組み パート２-災害時のネットワーク-」 

 ⑤「NPOの海外救援に学ぶ自立支援と協同組合の価値」 

 

●展示・ワークショップ  

 ①阪神・淡路大震災の体験映像をもとにしたワークショップ 

 震災体験プロジェクト（コープこうべ）の職員によるワークショップ 

②ジレンマ場面で学ぶ災害対応カードゲーム体験コーナー 

   神戸クロスロード研究会代表 浜 尚美 

③展示コーナー・ポスターセッション 

   コープこうべ7地区の取り組み紹介/全国の取り組み紹介/虹のボード 

16 : 50～ 【分科会報告・まとめ】山内 明子（日本生協連 組織推進本部長） 

17：10～ 【終わりのあいさつ】本田 英一（コープこうべ組合長理事） 

 


